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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとうございまず。 

が化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、 
| ム°° |火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品 
の取り扱いかたを示しています。 この取扱説明書と別冊の「ま 
全のために」をよくお読みのうえ、 製品をま全にお使いくださ 
い。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ずな 
管して < ださい。 
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© 2004 Sony Co の oration 




この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議尝 
( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この 
装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
と、受信障害を引を起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


当社は国際エネルギースター 
プ n グラムの参加事業ちとし 
て、本製品び国際エネルギース 
タープ□グラムの基準に適合 
していると判断します。 


本製品は社団法人電子情報技術産業協会び定めた「表示装置 
の静電気および低周波電磁界」に関するガイドラインに適合 
してお0ます。 


This monitor complies with 
the TCO '99 guidelines . 
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ほ用上のごを意 


電源について 

付属の電源コードをお使いください。別売りの電源コード 
をお使いになる場合は、下図のプラグお状例を参考にして 
<ださい。 

安全のため、電源コードにはアース線びついています。電 
源コンセントにプラグを差し込む前に、必ずアース接続を 
行ってください。電源コードを抜くとさは、先にプラグを 
巧いてからアース線をはずしてください。 


プラグお状例 
アース線 



AC 100 V 用 


ほ用-設置場所について 

次のよラな場所での使用-設置はおやめください。 

• 異苗に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内はとくに高温に 
なり、放置すると変おしたり、故障したりすることがあ 
D ます。 

• 直射日光のあたる場所、熱器具の近くなど、温度の高い 
場所 

変あしたり、故障したりすることびあります。 

• お動のをい場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂ミ兵などの砂ぼこりのをい場所 
ミ毎辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、 
砂びかからないよラにしてください。故障の原因になる 
ばかりか、修理でさなくなることびあります。 


お晶ディスプレイパネルについて 

本機の液晶ディスプレイバネルは非常に精密度の高い技術 
でつくられていますび、黒い点び現れたり、ホと青、緑の 
点び消えないことびありまず。また、見る角度によってず 
じ状の色むらや明るさのムラび見える場合びあります。 
これらは、液晶ディスプレイの構造によるをので、故障で 
はありません。 

これらの点をご了承のラえ、本機をお使いください。 


お手入れにごいて 

• お手入れをする前に、必ず電源プラグをコンセントから 
抜いてください。 

• 液晶の画面は特殊加工びされていまずので、なるべく画面 
に触れないよラにしてください。また画面のミちれをふきと 
るときは、乾いた柔日かい巧でふをとってください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでくださ 
し、変質したり、塗装びはげたりずることびあります。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書さに従ってく 
ださい。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のをのをかけたり、ゴムやビニー 
ル製品に長時間接觸させると、変質したり、塗装びはげ 
たりすることびあります。 

搬巧するとをは 

• 本機を運ぶときは、本機に接続されているケーブル等を 
すべてはずし、画面を傷つけないようを意し、液晶ディ 
スプレイの両側をしっかりと持ってください。落とした 
りずるとけびや故障の原因となることびあります。 

• 修理や引っ越しなどで本機を運ぶ場合は、お買い上げ時に 
本機び入っていた箱と、クッシヨンなを使ってください。 


液晶画面について 

• 液晶画面を太陽に向けたままにすると、液晶画面を傷め 
てしまいます。窓際や室外に置くとさなどはごを意くだ 
さい。 

•液晶画面を強く押したり、ひっかいたり、上にものを置 
いたりしないでください。画面にムラび出たり、液晶バ 
ネルの故障の原因になります。 

• 寒い所でご使用になると、画像び尾を引いて見えたり、 
画面び暗く見えたりすることびありますび、故障ではあ 
りません。温度び上びると元に戻ります。 

• 静止画を継続的に表示した場合、残像を生じることがあ 
りますび、時間の経過ととをに元に戻ります。 

• 使用中に画面やキャビネットびあたたかくなることがあ 
りまずび、故障ではありません。 


巧案すると定は 

• -般の廃棄物と一緒にしないでください。 

ごみ廃棄場で処分されるごみの中にディスプレイを捨て 
ないでくださし、。 

• 本機の堂光管の中には 7 j < 銀び含まれていまず。廃棄の際 
は、地ち自治体のを例または規則に従ってください。 
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各部の名前とはた 6 を 

使いかたについてのくわしい説明は （） 内のページをご覧 
<ださい。 


巧晶ディスプレイ前面 



巧晶ディスプレイち測面 



のの（電源）スイッチとの（電源）ランプほ、15、20 
ぺージ） 

の（電源）ランプび赤色に点灯しているとをに押ずと、 
ディスプレイの電源び入ります。をラー度巧すと、ディ 
スプレイの電源び切れます。 

の（電源）ランプび消口しているときは、固の MAIN 
POWER (主電源）スイッチで主電源を入れてくださ 
い。 

图 MENU (メニュ ー) ボタンり0、11ぺージ） 

メニュー画面を出すとさや、消すとさに巧します。 

回 ♦/ 舍ボタン （11 ぺージ） 

メニュー画面でメニューや項目を選んだり、調整したり 
ずるとをに使います。 

团 OK ボタン （11 ぺージ） 

回の ♦/ 个ボタンで還んだメニューや項目、調整値を決 
定するとをに巧します。 

固 ECO ボタン （15 ぺージ） 

節電するとをに押します。 

固 MAIN POWER (主電源)スイッチほぺージ） 

ディスプレイの主電源を入/切します。 


巧晶ディスプレイを面 



团バックカバーほぺージ） 

ケーブルやコードをつなぐとをは、このカバーを夕+しま 
す。 


次のページへつづく 
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固電源入力端子 (7 ぺージ） 

電源コードをつなざます。 

回 HD 15( RGB ) 入力端子 ( INPUT ) 

アナ□グ RGB の映像信号の.700 Vp - p 、 正極性）と同 
期信号を入力します。 

四コード留めほぺージ） 

ケーブルやコード類をまとめます。 


お続と設定 

本機をお使いになる前に、下記のをのびそろつていること 
をごお認ください。 

• 液晶ディスプレイ 
• 電源コード 

• HD 15- HD 15 ビデオ信号ケースレ 

• CD-ROM ( Windows/Macintosh ユーティ U テイ/取扱 
説明書など） 

• 保証書 

• クイックセットアップガイド 
• 安全のために 
• ソニーご相談窓□のご案内 


準備1:ビデオ信号ケーブルをつ 
なぐ 


本機とコンピュータの電源を切った状態でつないでくだ 
さい。 

ごま意 

•ビデオ信号ケーブルのピンに、直接手を触れないでくださ 
い。 

• ビデオ信号ケーブルのピンび巧びることを防ぐため HD15 端 
子の向さをご確認ください。 


1バックカバーを引き上げる。 
2ディスプレイを前に傾ける。 




HD 15 出力端子(アナログ RGB ) のあるコンピユー 
夕をごなぐ 

コンピュータを本機の HD1 日入力端子(アナ□グ RG 巨)に、付属の 
HD1 日- HD15 ビデオ入力信号ケーブル(アナ□グ RGB) でつなぐ。 
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巧のイラストから、つなぐコンピュータに含った接続を 
行ってください。 





































































■ IBM PC / AT コンピュータまたは互換傑につなぐとを 



■ Macintosh コンピュータにつなぐとき 



必要に応じて市販のアダプタをお使い<ださい。アダプタは、 
先にコンピュータに差し込んでか5、ビデオ信号ケーブルにつ 
なぎます。 


準備2 :電源コードをつなぐ 

1本機に電源コードを突き当たるまで差し込む。 
2電源コンセントへ突を当たるまで差し込む。 



電源 コード （付属) 
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準備 3: コード類をまとめて 
パックカパーを閱める 


準備4 :電源を入れる 


1バックカバーを引き上げる。 
2スタンドカバーを取りがず。 


本機も側面の MAIN POWER (ま電源)スイツチびお買 
い上げ時に I 側になっていない場合は、スイツチを I 側 
に巧ず。 の (電源)ランプがホちに点口ずることを確認ず 
る。 


3電源コードとビデオ信号ケーブルをキャビネット上の 
コード留めでまとめる。 

4コードとケースレをスタンド脚内部に通し、コード留め 
でまとめる。 


5スタンドカバーを取り付け、バックカバーを下げる。 

スタンドカ；（一びきちんと取りつけられるよう、]-ド類は 
必ずスタンドカ/(一下部の切り込みより出してください。 



ごを意 

お買い上げ時の状態では、I側に設定されています。 



2本機正面ち側の の (電源)スイッチを巧ず。 

(!) (電源）ランプび緑色に点灯します。 



3コンピュータの電源を入れる。 

これで、本機び使えます。必要に応じて、設定や調整など 
を行ってください （10 ページ)。 
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本機の電源を入れてわ画面に画像び出ないとさは 

• ビデオ信号ケーブルや電源コードを正し<っないでいる 
か確認する。 


準備5 :ディスプレイの向をを 
変える 


•「NO INPUT SIGNAL 」 と表示されているとき 

コンピュータが省電力状態になっている。キーボードの 
キーのどれかを巧してみるか、マウスを動かしてみる。 

•「CABLE DISCONNECTED 」 と表示されているとき 

ビデオ信号ケーブルを正し<つないでいるか確認する。 

•「OUT OF RANGE 」 と表示されているとき 

本機をつなぐ前につないでいたディスプレイがあるとき 
は、そのディスプレイにつなぎ換えて、画像が出るか確 


認する。 

画像が出たら、 

コンピュータで！;!下の範囲に設定する。 

SDM - S 53 

水平周波数 

28〜61 kHz 

垂直周波数 

48〜75 Hz 

角军像度 

1024 x 768 似下 


詳しくは、「本機の症状と対処のしかた」 （18 ページ）をご 
覧< ださい。 


モニタ巧のドライバは不要でず 

本徽まプラグ&プレイ機能 (DDC) を搭載しており、 Windows のプ 
ラグ&プレイ機能によ0モニタの情報び自動的に認識されます。こ 
のため、モニタ用の特別なドライバは通常不要です。本機とコン 
ピュータをはじめて起動したとさ、設定用のウィザードび表示され 
る場をは、その手順に従ってください。プラグ&プレイモニタび自 
動的に選ばれて、使える状態になります。 


下図の範囲で画面の向さを変え日れます。 

画面両側を持ち、画面の向をを調整ずる。 



ディスプレイをよ0快適にお使いいただくために 


机や椅子の高さに合わせて、画面が反射しない見やすい角 
度に調整して < ださい。 

ごミち意 

画面の向さを調整するとさは、画面を机などにぶつけないよラに、静 
かに動かしてください。 


これで自動的に垂直周波数は60 Hz になります。 

本機ではち5つをは目立ちませんので、このままの垂直周波数でお 
使いいただけます。垂直周波数を上げる必要はあ0ません。 
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調整する 


調整をおめる前に 

本機とコンピュータをつなざ、両方の電源を入れ、30 
分け上経過してから調整して<ださい。最適な調整び 
でをます。 


メニューを使って、いろいろな調整や設定びでさます。 


团画調壁義 （12 ぺージ） 

画像の鮮明さ（フェーズ/ 
ピッチ）や位置（水平/垂直 
位置）を調整します。 


固色温度因 （13 ぺージ） 

画像の白色の度合いを調整 
します。 
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才 一 K 
フエーズ 
ピッチ 
水平位置 
垂直位置 


1 280 x 1 024 / 60 Hz 
进お pSKip を / 


m 

岡 

rm 


11930 OK 
650 OK 

ューザー 

し 調整 


メニユー操作のしかた 


1280 X 1024 / 60 HZ 

I 翌巧曰 P~ ホを BCT ~ お TIMH 


MENU ボタンを押して、メニュー画面を出します。 
MENU ボタンの使いかたは、次のページをご覧ください。 


MENU 



IP 


女クライ月 ■«. 


□IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 00 


♦/ ♦ボタンと OK ボタンで、上のイラストにあるマークを選 
ぶと、1；■(下の田〜图のメニューび出まず。图のマークは、 
♦を巧し続けると表示されまず。 ♦/ ♦ボタンと OK ボタンの 
使いかたは、なのページをご覧ください。 


田バックライト輝度 I り 
(11 ぺージ） 

画面び明るすざると感じる n 
とさに調整して、画面を見 m 
やす < しまず。 


回コントラスト〇 
(11 ぺージ） 

画像の明暗の差（コントラ 
スト）を調整します。 



コントラスト 


I 11111111111111111111111 II 00 


1 280 x 1 024 / 60 Hz. 


回ブライトネス巧- 
り 1 ぺージ） 

画像の明るさ（黒レベル） 
を調整しまず。 


プ-ライトネス 


I 11111111111111111111111 1100 


1 280 x 1 024 / 60 Hz 


固ガンマ丫 （13 ぺージ） 

画像の色合いを、才 U ジナ 
ル画像の色合いに近付けら 
れます。 


团メニュー位置因 
(14 ぺージ） 

メニュー画面に隠れた部分 
を見るときなどに、メ 
ニューの表示位置を変えら 
れます。 

固 LANGUAGES 
(14 ぺージ） 

本機のメニュー、メッセー 
ジなどの表示言語を変更で 
さます。 


回リセットーイ14ぺージ） 

調整した設定を、お買い上 
げ時の設定に戻します。 


‘タンマ 

H ガンマ 1 
ガンマ 2 
ガンマ 3 


1 1 280 x 1 024 / 60 Hz . 



NEDERLANDS 

SVENSKA 

PyCCKMM 

H 日本語 
中支 


却 28 ( 


如 1024 / 60 Hz 

ぶを ■• 1 ;,& r 1 ! 1 山 111 


リセット 

OK 

キャンセル 


1 280 x 1 

024 / 60 Hz 



圆メニュー□ック On 
(14 ぺージ） 

本機の調整や設定を変えら 
れないよラにボタン操作を 
□ックでさます。 





瓜因丫因圆 • 


な〇な成囚 T 因 


巧〇な输囚 T 


けれ.翁囚丫因 


囚 T 因固-* 
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■ MENU ボタンと♦/♦ボタン、 OK ボタン 
の巧いかた 

1メニュー画面を出ず。 

MENU ボタンを押して、メニュー画面を出す。 


MENU 



2調整したいメニューや項目を選ぶ。 

♦/ ♦ボタンを押して選び、 0 K ボタンを巧してま定ず 
る。 

3調藝ずる。 

♦/ ♦ボタンを押して調整し、 0 K ボタンを押ず。 

0 K ボタンを押すと、調整値び設定されて前の画面に戻 
ります。 



4 メニューを消す。 

MENU ボタン押すと、メニュー画面び消える。 
ボタンを押さなくてを、調整後、約30砂たつと自動的 
に消えます。 


MENU 



■お胃い上げ時の巧態に戻す 

U セット画面を使います。詳しくは、一-(リセット） 
(14 ページ）をご覧ください。 


I なバックライトの明るさを調壁 

する（バックライト輝度） 

画面び明るすざると感じるとさに調整して、画面を見やす 
くします。 

ごを意 

ECO モードを 「H に H」 または 「MIDDLE」、「LOW」 に設定してい 
るとさ （ 15ページ)は調整でさません。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して|-:0 (バックライト輝度)を選び、 
OK ボタンを巧ず。 

バックライト輝度画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、希望の明るさに調整し、 OK ボタ 
ンを巧ず。 


3コントラストを調壁する（コン 

トラスト） 

画像の明日音の差（コントラスト）を調整します。 

ごま意 

ECO モードを 「H に H」 または 「MIDDLE」、「LOW」 に設定してい 
るとさ （15 ページ)は調整でさません。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/♦ボタンを巧して3(コントラスト）を選び、 OK ボタ 
ンを巧ず。 

コントラスト画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、コントラストを調整し、 OK ボタ 
ンを巧ず。 


なブライトネス（画面の黒レべ 
ル）を調壁する（ブラィトネス） 

画像の明るさ（黒レベル）を調整します。 

ご注意 

ECO モードを 「H に H」 または 「MIDDLE」、「LOW」 に設定してい 
るとさ （15 ページ)は調整でさません。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー 画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧してな(ブライトネス)を選び、 OK ボタ 
ンを巧ず。 

ブライトネス画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、明るさを調整し、 OK ボタンを巧 
ず。 


OK 
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舱画像を調壁する（画調整） 

■自動画質調整機能 

本機は、信号を受信したとまに、自動的に画像の位 
置と鮮明さ（フェーズ/ピッチ)を調整して、最適な画 
像を表示します (16 ページ)。 

ごを意 

自動画質調整機能び働いている間は、の属源)スイッチ！;■(外は操作 
でさません。 

自動画質調整機能で完全に調整されていないと感じたとき 
は 

現在入力中の信号に合わせて再度自動で調整し直せまず 
(下記のオート）。 

それでち、さ 5 に調整したいときは 

手動で、鮮明さ（フェーズ/ピッチ）や位置（水平位置/垂直 
位置）を調整し直せまず。 

r オート」や「フェーズ/ピッチ」、「水平位置/垂直位置」で設 
定した調整値は記憶されて、同じ信号び入力されると、記 
憶した調整値になります。 

コンピュータをつなざ換えるなどで入力信号を変えたとを 
には、ちラー度調整び必要になることびありまず。 

■ 現枉入力中の信号に合わせて自動で調整し直す 
けート） 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、が U 画調整)を選び、 0 K ボタンを 
巧ず。 

画調整メニューび出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、「才ート」を選び、 0K ボタンを巧 
ず。 

フェーズ、ピッチ、水平位置、垂直位置の設定を、現在 
入力されている信号に最適な調整値にして、その調整値 
を記憶します。 

4 ♦/ ♦ボタンを巧して、じ D 」 を選び、 0K ボタンを巧ず。 

メニュー画面に戻ります。 

■さ6に手動で鮮明さを調整し直す 
(フエーズ/ピッチ） 

文字や画像び鮮明でないとさに調整します。 

1 解像度をコンピュータ側で 1024 X 7 郎に設定ずる。 

2 CD-ROM を入れる。 


3 CD-ROM を起動して、地域とモデルを還んで、テスト 
パターンを表示ずる。 

Windows の場合 

[Utiiity]^[Windows]/[Win Utility.exe] の順にマウス 
でク IJ ックする。 

Macintosh の場合 

[U 川 ity]-KMac]/[Mac Utility] の順にマウスでク U ッ 
クする。 

4 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

5 ♦/ ♦ボタンを巧して、義晒調整)を選び、 OK ボタンを 
巧す。 

画調整メニューび出まず。 

6 ♦/ ♦ボタンを巧して、「フェーズ」を選び、 OK ボタンを 
巧ず。 

フェーズ調整画面び出ます。 

7 ♦/♦ボタンで、横搞び最少になるように調整ずる。 

テストパターンの横搞び最少になるように調整します。 






-- 

-=~~ — . 




■■=1 _——-=^^~ ~~= 

一 _ 

- - - 
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8 OK ボタンを巧ず。 

画調整メニューに戻ります。 

画面全体にまだ縦搞び見られるとさは、続いてピッチ調 
整を行います。 

9 ♦/ ♦ボタンを巧して、「ピッチ」を還び、 OK ボタンを巧 
ず。 

ピッチ調整画面び出まず。 

10 ♦/♦ボタンで、縦搞びなくなるように調壁ずる。 

テス W くターンの大きな縦搞びなくなるように調整しま 
ず。 



11画面上の [ M 回をマウスでク U ックして、テストパター 
ンを消す。 

12 OK ボタンを巧ず。 

画調整メニューに戻ります。 

13 ♦/ ♦ボタンを巧して、「玄」を選び、 OK ボタンを巧ず。 

メニュー画面に戻りまず。 
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■さ 5 に手動で画像の位置を調整し直す 
(水平位垂直位置） 

画像び画面のまん中に出ないときに、調整しまず。 

1解像度をコンピュータ側で1024 X 7 郎に設定ずる。 

2 CD - ROM を入れる。 

3 CD - ROM を起動して、地域とモデルを選んで、テスト 
バターンを表示ずる。 

Windows の場合 

[ Utility ] 吟 [ VVindows]/[Win Utility . exe ] の順にマウス 
でク IJ ック する。 

Macintosh の場合 

[U 川 ity ] 吟 [ Mac]/[Mac U 川 ity ] の順にマウスでク U ッ 
クする。 

4 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

5 ♦/ ♦ボタンを巧して、農(画調整)を選び、 OK ボタンを 
巧ず。 

画調整メニューび出ます。 

6 ♦/ ♦ボタンを巧して、「フ火平位置」または r ま直位置」を選 
び、 OK ボタンを巧ず。 

水平位置画面または垂直位置画面び出ます。 

7 ♦/ ♦ボタンを巧して、テストパターンのが周の粋がを 
部、画面に入るように調整ずる。 

8画面上の巧のをマウスでクリックして、テストバター 
ンを消す。 

9 OK ボタンを巧ず。 

画調整メニューに戻ります。 

1017♦ボタンを巧して、じ5」を選び、 OK ボタンを巧ず。 

メニュー画面に戻ります。 


因を温度を調壁する（色温度） 

画像の白色の度合いを、あらかじめ設定された中から還べ 
まず。また、必要に応じて、微調整をできます。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、因（色温度)を選び、 OK ボタンを 
巧ず。 

色温度画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して色温度を選び、 OK ボタンを巧ず。 

930 0 K 一650 0 K となるにつれて、青みびかった白色か 
らホみびかった白色へと変わります。 


■ち活度をさ5に微調整するとをは 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、因（色温度)を選び、 OK ボタンを 
巧ず。 

色温度画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、「調整」を還び、 OK ボタンを巧 
ず。 

色温度の詳細設定画面び出ます。 



4 ♦/ 今ボタンで旧 」 (Red :ホ)または rB」(Blue :青)を選 
んで OK ボタンを巧し、 ♦/ ♦ボタンで調整したを 、 OK 
ボタンを巧ず。 

「 G」（Green :緑）び基準となって、 R や B を増減して 
色温度を変えるため、 G は固をされています。 

5 ♦/ ♦ボタンを巧して、「玄」を選び、 OK ボタンを巧ず。 

新しい調整値び「ユーヴー」として設定され、「ユー 
ヴー」を選ぶたびに同じ調整値び運ばれまず。 

メニュー画面に戻りまず。 


r ガンマ設定を変更する（ガンマ） 

画像の色合いを、才 U ジナル画像の色合いに近付けられま 
ず。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、丫（ガンマ）を選び、 OK ボタンを 
巧す。 

ガンマ画面び出まず。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、希望の設定を還び、 OK ボタンを 
巧す。 
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因メニューの表巧位置を巧える 

(メニュー位置） 

メニュー画面に隠れた部分を見るとさなどに、メニューの 
表お位置を変えられます。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、因(メニュー位置を選び、 0 K ボ 
タンを巧ず。 

メニュー位置画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して希望の位置を選び、 0 K ボタンを巧 
ず。 

9か所びあらかじめ設定されています。 


固 メニュー言語を巧える 
(LANGUAGE) 

本機のメニュー、メッセージなどの表示言語を変更できま 
す。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、因 （ LANGUAGE ) を選び、 0 K 
ボタンを巧ず。 

LANGUAGE 画面び表示されます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、言語を選び、 0 K ボタンを巧ず。 

• ENGLISH :英語 

• FRANQAIS -フフンス語 

• DEUTSCH :ドイツ語 

• ESPANOL :スペイン語 

• ITALIANO :イタ U ア語 

• NEDERLANDS ；オランダ語 

• SVENSKA :スウエーザ'ン語 

• PyCCKMM : □シア語 
• 日本語 

•中文：中国語 


W お買い上げ時の設定に戻す 

(リセット） 

調整した設定を、お買い上げ時の設定に戻します。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ ♦ボタンを巧して、…（リセット)を還び、 0 K ボタン 
を巧ず。 

U セット画面び表示されます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、希望の設定を選び、 0 K ボタンを 
巧ず。 

•0 K :すべての調整値をお買い上げ時の設定に戻し 
ます。ただし、因 （ LANGUAG 曰の設定は I 」 
セットされません。 

• キャンセル ： U セットび実行されなし、まま、メニュー 
画面に戻ります。 

か 1 調壁値を巧え6れないように 

する（メ ニュー □ック） 

本機の調整や設定を変えられないよラに、ボタン操作を 
□ックでをます。 

1 MENU ボタンを巧ず。 

メニュー画面び出ます。 

2 ♦/ 今ボタンを巧して、ひ n (メニュー□ック）を選び、 
0 K ボタンを巧ず。 

メニュー□ック画面び出ます。 

3 ♦/ ♦ボタンを巧して、「オン」または r オフ」を還び、 0 K 
ボタンを巧ず。 

•オン： む價願スイッチ化外の操作は、 「ひ T 1」 マー 
クび出て操作でさなくなります。 

• オフ： 「オン」を解除するときに選びます。「オン」の 
とをに MENU ボタンを押すと、 On (メニュー 
□ック）び自動的に選択されます。 
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機能 


省電力機能(パヮ - t -ブ機能） 

本機は、 VESA 、 NUTEK および ENERGY STAR のノてワ_ 
セービングガイドラインに対応しています 。 DPMS 
(Display Power Manaaement Sianaling ) に衣 fj むして 
いるコンピュータやグラフィックボードにつなぐと、操作 
をしていないとさは自動的に次のよラな省電力状態になり 
ます。 


本機の状態 

消費電力 

(!) (電源）ランプ 

通常動作時 

25 W 撮ガ 

緑点灯 

アクティブオフ* 
(デイープス IJ - プ） ** 

1 W 撮ガ 

オレンジ点打 

(!) 價源）：切 

1 W 撮ガ 

ホ点灯 

主電源；切 

日 W 

消な 


* コンピュータび省電力状態になると、信号び入力されなくなる 
ため、アクティブオフ状態になる前に 「NO INPUT SIGNAL 」 
と表示び出ます。約5秒懐、本機ち省電力状態にな0ます。 

** 「デイープスリープ」は、 EPA(Environmental Protection 
Agency ) の定めた待機時の消費電力抑制状態です。 


節電しなび6使う （ ECO モ—ド） 

本機前面にある ECO ボタンをくり返し巧すと、画面の明る 
さび変わります。 

ECO 1 



1 


各設定び表示されて、画面の明るさび変わります。表示は 
約5秒をに消えます。 

HIGH 一 MIDDLE LOW の順番に画面の明るさび落 

ち、消費電力を節約でさます。 

お買い上げ時の状態では、画面の明るさは「ユーザー」に設 
定されていまず。「ユーヴー」を選ぶと、メニューの「バッ 
クライト輝度」を選んだときと同じように、 ♦/ ♦ボタンを押 
してバックライトの明るさを調整でさまず。 


ごま意 

「ユーヴー」に設定しているときにだけ、メニューの r バッ 
クライト輝度」、「コントラスト」、「ブライトネス」の調整び 
でさます （11 ページ)。 
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自動画質調壁機能 

本傑は、信号を受信したとまに、自動的に画像の位 
置と鮮明さ（フエーズ/ピッチ)を調整して、最適な画 
像を表示します。 

お貢い上げ時に設定されている表示モード 

本機には、入力信号に合わせて最適な画質で表示でさるよ 
ラに、代表的な表示モードびお買い上げ時に設定されてい 
まず。信号び表示モードと同じであれば、自動的にあらか 
じめ設定された最適な調整値で表おされまず。 

表示モードな巧の信号のとまは 

下記の周波数の間であれば、信号を初めて受信したとさに 
自動画質調整機能び働いて、されいな画像を表示しまず。 
水平周波数： 28-61 kHz 
垂直周波数： 48〜75 Hz 

信号を初めて受信したときには、画面表おまでに通常より 
時間びかかることびありまずび、この調整値は自動的に本 
機に記憶され、なからは表示モードの信号と同様に動作す 
るようになりまず。 

手動でフエーズやピッチ、画像の位置を調整したと 
をは 

入力信号によって自動調整機能だけでは完全に調整でさな 
いときは、手動で調整できます （12 ページ)。手動で調整ず 
ると、すべての表示モードにおいて、手動で調整した調整 
値びユーヴーモードとして記憶され、同じ信号び入力され 
るたびに、その調整値び選ばれるよラになります。 

ごミ主意 

自動画質調整機能び働いている間は、の優源)スイッチ(外は操作 
でさません。 


K 障かな？と思った6 

お買い上げ店などにご相談いただく前に、次の事項をごお 
認ください。 


表示メッセージについて 

入力信号び正しくないとをは、画面に次のよラな表示メッ 
セージび出ます。この場合は、「本機の症状と対処のしか 
た」 （18 ページ）に従ってください。 

rOUT OF RANGEJ と表巧されている場さ 

入力信号の周波数び、本機の仕様に合っていません。 L ソ下 
を確認してください。 

詳しくは、「本機の症状と対処のしかた」 （18 ページ）をご 
覧ください。 

XXX.X kHz / XXX Hz と表示されている場合 

水平または垂直周波数び、本機の仕様に合っていま 
せん。 

数字の部分に現在入力されている信号の水平/垂直周波 
数び表示されます。 


eiNFORMATION 

OUT OF RANGE 
xxx.xkHz/ xxxHz 


RESOLUTION >1024 x 768 と表示されている場合 

解像度が、本機の仕様 （1024 X 768 m に合ってい 
ません。 

か NFORMAT I ON 

OUT OF RANGE 
RESOLUTION > 1024X768 
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FNO INPUT SIGNAL ! と表示されている場合 

ビデオ入力端子からの入力信号びありません。 


©INFORMATION 


N0 INPUT SIGNAL 
GO TO POWER SAVE 


「GO TO POWER SAVE 」 

このメッセージび表おされてから約5秒後に省電力状態 
に入ります。 

rCABLE DISCONNECTEDJ と^されている場 

A 

ビデオ信号ケーブルびはずれています。 
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本機の症状と巧処のしかた 

本機しソ外（コンピュータなど）び原因の場合は、接続機器の取扱説明書をご覧ください。 

下記のよラに対処してを正常にならないとさは、「自己診断表示機能」 （20 ページ）をご覧ください。 


こんなとをは 

原因と巧処のしかた 


画像び出ない。 


clX 電源)ランプび点灯して 
いない。または、（1)(電源） 
スイッチを押してち clX 電 
源)ランプび点灯しない。 

• 電源コードをつなぎ直す。 

• 主電源を入れる (8 ページ)。 

(1) (電源)ランプび赤色に点 
灯している。 

• (!) (電源)スイッチで電源を入れる。 

(1) (電源)ランプび緑色に点 
な、またはオレンジ色で点 
滅している。 

• 「自己診断表示機能」で確認するに0ページ)。 

[CABLE 

DISCONNECTED 」 とし、 

ラ警告表示び出ている。 

• ビデオ信号ケーブルを正しくつなぐ (6 ページ)。 

• ビデオ信号ケーブルのピンび巧びっている。まっすぐに直すか、別のケーブルを使ラ。 

• 付属品ではないビデオ信号ケーブルを使っている。付属品ではないビデオ信号ケーブルを使っている 
と、 「 CA 巨 LE D に CONNECTED 」 と表示び出ることびあります。故障ではありません。 

「 N 0 INPUT SIGNAL 」 と 
いラ警告表示び出ている。 
または、 （!) (電源)ランプび 
オレンジ色に点灯、または 
緑色とオレンジ色に点滅し 
ている。 

• ビデオ信号ケーブルを正しくつなぐ (6 ページ)。 

• ビデオ信号ケーブルのピンび巧びっている。まっすぐに直すか、別のケーブルを使ラ。 

■本機 1 U 列(コンピュータなど)が原因の場合 

• コンピュータび省電力状態になっている。キーボードのキーのどれかを押してみるか、マウスを動かし 
てみる。 

• コンピュータのグラフィックボードび正しくバスス□ットに差し込まれているか確認する。 

• コンピュータの電源を入れる。 

• コンピュータを再起動する。 

「OUT OF RANGE 」 とい 
ラ警告表示び出ている （16 
ぺージ)。 

■本機 W 列(コンピュータなど)が原因の場合 

• 入力信号の周波数び、本機の仕様に合っていない。本機をつなぐ前につないでいたディスプレイびある 
ときは、そのディスプレイにつなざ換えて、画儘び出るか確認する。画像び出た5、コンピュータで 
下の範囲に設定する。 

水平周波数： 28〜61 kHz 
垂直周波数： 48-75 Hz 
解像度： 1024 x 768 し U 下 

Windows を使用している 

• 本機をつなぐ前につないでいたディスプレイびあるときは、そのディスプレイにつなざ換えて、画憬び 
出るか確認する。画儘び出た5、下を行う。 Windows のデバイス選択画面で製造元に SON 丫を選 
び、本機の型名 ( SDM - S 己 3) を選ぶ。本機の型名び表示されないときは、「プラグアンドプレイ」を選 
ぶ。 

Macintosh とつないでい 
る。 

•必要に応じて市販のアダプタをお使いください。アダプタは、先にコンピュータに差し込んでか5、ビ 
デオ信号ケーブルにつなぎます。 
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こんなとさは 


原因と対処のしかた 


画像が乱れる、ゆれる、ち5つ • ピッチとフェーズを調整する （12 ぺージ)。 

く。 • 他のディスプレイ、レーヴープリンタ、堂光好、テレビチューナー、扇風機など、磁界を発して干渉ず 

る可能性のあるわのか5本機を離して置く。 

• 離れたところにある他の電源につないでみる。 

■本機 m が(コンピュータなど)が原因の場合 

• コンピュータのグラフィックボードで、本機び正しく設定されているかを確認する。 

• 入力信号のグラフィックモード ( VESA 、 Macintoshl 9" カラーなど）と周波数び、本機で使用できる範 
囲かを確認する。ただし本機で使用でをる範囲でち、グラフィックボードによっては同期パルス幅が含 
わないため、をれいに画像を映せないことびあります。 

• コンピュータの U フレッシュレート(垂直周波数)を、最適な画面になるよラに設定する。 


画像がくっきりしていない。 • コントラストやブライトネスを調整する （1 1ぺージ)。 

• ピッチとフェーズを調整する （12 ページ)。 

■本機なが(コンピュータなど)が原因の場合 

• コンピュータで解儘度を1024 X 768に設定する。 


画像が二重、云重になる。 • ビデオ信号ケーブルの延長コードやスイッチヤーボックスの使用をやめる。 

• 接続ケーブルを端テにしっかりと差し込む。 


画像の位置がずれている、また • ピッチとフェーズを調整する （12 ぺージ)。 

は画像の大きさが正しくない。 • 画像の位置を調整する （13 ページ)。入力信号やグラフィックボードによっては、画儘び画面全体にに 

び5ないことがあ0ます。 


画像が小さい。 ■本機むが(コンピュータなど)が原因の場合 

•] ンピュータで解儘度を1024 X 768に設定する。 


画像が暗い。 • バックライトを調整する （11 ページ)。 

• ブライトネスを調整する （11 ぺージ)。 

• ガンマを調整する （13 ページ)。 

• 電源を入れたあと、画面び明るくなるまでしば5く時間びかかります。 

• ECO ボタンを押した後は、 ECO モードの設定によっては、画面が暗くなることもあります。 


画面に波模様や縦搞び出る。 

• ピッチとフェーズを調整する （12 ページ)。 

をむ6がある。 

• ピッチとフェーズを調整する （12 ぺージ)。 

白色が白く見えない。 

• 色温度を調整する （13 ページ)。 

本機のボタンが働かない。 

( Oil マークが画面に出る） 

• 「メニュー□ック」び「オン」になっている。「オフ」にずる （14 ぺージ)。 

しば6ぐずると、ディスプレイ 

■コンピュータなど本機につないでいる機器が原因の場合 

の電源び切れてしまラ。 

• コンピュータの省電力設定をオフにする。 


主電源を切っても、 Cl ) (電源)ラ•主電源び入っていて (1) (電源)スイッチを押していない状態、または省電力状態のときに 、 MAIN 
ンプがしば5く点灯している。 POWER (ま電源)スイッチを切ると、 （!)( 電源)ランプびすぐに消灯しない場含びあります。故障ではあ 

りません。 


本機の情報(インフオメーシヨン)を表示する 

信号を入力しているときに、 INFORMATION 画面が出る 
まで MENU ボタンを5秒じ Lb 巧したままにずる。 

もラー度、 MENU ボタンを押すと消えます。 


MENU 



例： 


"INFORMATION 


MODEL : SDM-S53 


MANUFACTURED : 2003 -52 



機種る 
製造番号 
製造年と週 


本機の安全規格上の型名は SDM - S 日3にすび、販売上の型名およ 
び取扱説明書での標記は SDM - S 53 となります。 

故障のときは、お買い上げ店またはソニーヴービス窓口にご連絡く 
ださい。また、お問い合わせのとをは次のことをお知らせくださ 
い。 

• 型名： SDM - S 53 
• 製造番号： 

• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• つないでいるコンピュータ、およびグラフィックボードの仕様と 
名前： 
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自己診断表示機能 

本機には自己診断表示機能びついています。本機またはコ 
ンピュータに異常び起さたとをには、画像び消えて、の(電 
源)ランプび緑色に点打するか、オレンジ色に点滅します。 
の(電源）ランプびオレンジ色に点灯しているときは、コン 
ピュータび省電力状態になっていまず。キーボードのキー 
のどれかを押してみるか、マウスを動かしてみて<ださ 
い。 



画像び消えて、の(電源)ランプび緑をに点なしてい 
るとを 

1む(電源)スイッチを巧して電源を切り、ビデオ信号ケー 
ブ J レを巧く。 

2む價源)スイッチを巧して、本機の電源を入れ直ず。 

4本のカラーバー（白、赤、緑、青）び出れば、本機は正常 
な状態です。ビデオ信号ケーブルをつなざ直して、コン 
ピュータの状態を確認してください。 

カラーバーび出ないときは、本機び故障している可能性び 
あります。お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご相 
談ください。 


画像び消えて、の(電源)ランプびオレンジをに点滅 
してし1るとま 

む (電源)スイッチを巧して、本機の電源を入れ直ず。 

の(電源)ランプび緑色に点なすれば、本機は正常な状態で 
す。 


む(電源)ランプび点滅したままのとさは、本機び故障して 
いる可能性びありまず。お買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。お問い合わせのときは、本機の 
型名と製造を号、接続しているコンピュータとグラフィッ 
クボードの仕様および名称をお知らせください。 


保証書と アフターサービス 


保証書 

• この製品は保証書び添付されていますので、お買い上げ 
の際、お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より3年間です。 


アフターサービスについて 

調モぴ悪いとをはまずチェックを 

♦ 做障かな？と思ったら」の項を参考にして、故障かど 
ラかをお調べください。 

それでを具合び悪いとまはヴービス窓口へ 

♦ お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓口のご案 
内」にある、お近くのソニーヴービス窓□にご相談くだ 
さい。 


巧証巧囲中の修理は 

■►保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
くわしくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

♦ 修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有 
料で修理させていたださます。 

部品の巧ち巧囲について 

当社では、コンピュータディスプレイの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造打ち切 
り後8年間保有しています。この部品な有期間を修理可能の 
期間とさせていたださます。 

保有期間び経過した後ち、故障窗所によっては、修理可能 
の場合びありますので、お買い上げ店か、サービス窓□に 
ご相談ください。 

ご相談になるとをは巧のことをお知5せください。 

型名： SDM - S 53 
製造番号： 

故障の状態：できるだけ詳しく 
購入年月日： 


お買い上げ店 
TEL . 


おおくの サー ビス ステーシヨン 

TEL . 


This display is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country . 
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主な仕様 

LCD バネル a-Si TFT アクティブマトリックス 

画面サイズ：15インチ巧 8 cm ) 
入力信号フォーマット 

RGB 動作周波数* 

水平： 28-61 kHz 
垂直： 48〜 75 Hz 

解像度 水平：最大1024ドット 

垂直：最大768ライン 
入力信号レベル RGB 信号： 

0.7 Vp - p 、 75化正極性 
同期信号： 

TTL レベル、 2.2 k 化極性自由 
(水平/垂直分離または複合同期信号） 
0.3 Vp - p 、 75化負極性 
( G 信号に重ねる場合） 

電源電圧 使用電源： 

AC 100 〜 240 V /50-60 HZ 、 

0.6 A 撮大） 

消費電力量 25 W (最大） 

動作温度 5〜 35 °C 

最大外あ寸法(幅/高さ/契行き） 

ディスプレイ（正立状態）： 

約 339 x 370 xl 86 mm (スタンド付） 
約 339 X 275 X 53 mm (スタンドなし） 

質量 約 3.7 kg (スタンド付） 

約 2.7 kg (スタンドなし） 

プラグ&プレイ機能 DDC 2 B 

付属品 6ページをご覧ください。 

* 推奨周波数タイ5ング 

• 7 J < 平同期幅率：水平周波数のタイ S ングの合計の4.8%1^(上、 
または 0.8が のどち 5 占、大きい方 
• 水平ブランキング幅： 2.5が1； (上 
• ま直ブランキング幅： 4501 xsl ； ■(上 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更するこ 
とびありますび、ご了承ください。 
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TCO'99 Eco-document 



■ Congratulations! 

You have just purchased aTCO’99 approved and labelled product! Your 
choice has provided you with a product developed for professional use. 
Your purchase has also contributed to reducing the burden on the 
environment and also to the further development of environmentally 
adapted electronics products. 

■ Why do we have environmentally labelled com¬ 
puters? 

In many countries, environmental labelling has become an established 
method for encouraging the adaptation of goods and services to the 
environment. The main problem, as far as computers and other 
electronics equipment are concerned, is that environmentally harmful 
substances are used both in the products and during their manufacture. 
Since it is not so far possible to satisfactorily recycle the majority of 
electronics equipment, most of these potentially damaging substances 
sooner or later enter nature. 

There are also other characteristics of a computer, such as energy 
consumption levels, that are important from the viewpoints of both the 
work (internal) and natural (external) environments. Since all methods 
of electricity generation have a negative effect on the environment (e.g. 
acidic and climate-influencing emissions, radioactive waste), it is vital to 
save energy. Electronics equipment in offices is often left running 
continuously and thereby consumes a lot of energy. 

■ What does labelling involve? 

This product meets the requirements for the TCO,99 scheme which 
provides for international and environmental labelling of personal 
computers. The labelling scheme was developed as a joint effort by the 
TCO (The Swedish Confederation of Professional Employees), Svenska 
Naturskyddsforeningen (The Swedish Society for Nature Conservation) 
and Statens Energimyndighet (The Swedish National Energy 
Administration). 

Approval requirements cover a wide range of issues: environment, 
ergonomics, usability, emission of electric and magnetic fields, energy 
consumption and electrical and fire safety. 

The environmental demands impose restrictions on the presence and use 
of heavy metals, brominated and chlorinated flame retardants, CFCs 
(freons) and chlorinated solvents, among other things. The product must 
be prepared for recycling and the manufacturer is obliged to have an 
environmental policy which must be adhered to in each country where 
the company implements its operational policy. 

The energy requirements include a demand that the computer and/or 
display, after a certain period of inactivity, shall reduce its power 
consumption to a lower level in one or more stages. The length of time 
to reactivate the computer shall be reasonable for the user. 


Labelled products must meet strict environmental demands, for example, 
in respect of the reduction of electric and magnetic fields, physical and 
visual ergonomics and good usability. 

Below you will find a brief summary of the environmental requirements 
met by this product. The complete environmental criteria document may 
be ordered from: 

TCO Development 

SE-114 94 Stockholm, Sweden 

Fax: +46 8 782 92 07 

Email (Internet): development@tco.se 

Current information regarding TCO’99 approved and labelled 

products may also be obtained via the Internet, using the address: 

http://www.tco-info.com/ 

■ Environmental requirements 
Flame retardants 

Flame retardants are present in printed circuit boards, cables, wires, 
casings and housings. Their purpose is to prevent, or at least to delay the 
spread of fire. Up to 30% of the plastic in a computer casing can consist 
of flame retardant substances. Most flame retardants contain bromine or 
chloride, and those flame retardants are chemically related to another 
group of environmental toxins, PCBs. Both the flame retardants 
containing bromine or chloride and the PCBs are suspected of giving 
rise to severe health effects, including reproductive damage in fish¬ 
eating birds and mammals, due to the bio-accumulative* processes. 
Flame retardants have been found in human blood and researchers fear 
that disturbances in foetus development may occur. 

The relevant TCO’99 demand requires that plastic components weighing 
more than 之う grams must not contain flame retardants with organically 
bound bromine or chlorine. Flame retardants are allowed in the printed 
circuit boards since no substitutes are available. 

Cadmium** 

Cadmium is present in rechargeable batteries and in the colour¬ 
generating layers of certain computer displays. Cadmium damages the 
nervous system ana is toxic in high closes. The relevant TCO’99 
requirement states that batteries, the colour-generating layers of display 
screens and the electrical or electronics components must not contain 
any cadmium. 

Mercury* ホ 

Mercury is sometimes found in batteries, relays and switches. It 
damages the nervous system and is toxic in high doses. The relevant 
TCO’99 requirement states that batteries may not contain any mercury. 

It also demands that mercury is not present in any of the electrical or 
electronics components associated with the labelled unit. 

CFCs (freons) 

The relevant TCO, 99 requirement states that neither CFCs nor HCFCs 
may be used during the manufacture and assembly of the product. CFCs 
(freons) are sometimes used for washing printed circuit boards. CFCs 
break down ozone and thereby damage the ozone layer in the 
stratosphere, causing increased reception on earth of ultraviolet light 
with e.g. increased risks of sKin cancer (malignant melanoma) as a 
consequence. 

Lead** 

Lead can be found in picture tubes, display screens, solders and 
capacitors. Lead damages the nervous system and in higher doses, 
causes lead poisoning. The relevant TCO’99 requirement permits the 
inclusion of lead since no replacement has yet been developed. 

* Bio-accumulative is defined as substances which accumulate within 
living organisms. 

** Lead, Cadmium and Mercury are heavy metals which are Bio- 
accumulative. 


